
事  務  連  絡                                       

令和 5年１０月１日 

 

各 区 長 様 

 

                   三木市立総合隣保館長 

 

 

「隣保館だより」の回覧について(依頼) 

 

仲秋の候、貴職におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申

し上げます。 

日頃は、隣保館事業の推進につきまして格別のご理解ご協力を賜り、

厚くお礼申し上げます。 

さて、「隣保館だより」の全戸回覧について、お忙しいところお手数

をおかけしますが、ご協力いただきますようお願いいたします。 

 

記 

 

１ 送 付 物  隣保館だより １０月号 

 

２ 送付部数  回覧部数分 

 

３ 連 絡 先  三木市志染町吉田８２３ 

         三木市立総合隣保館 

         ℡ ８２－８３８８ 担当：澤田・橘田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

三 木 市 人 権 啓 発 紙 「隣保館だより」ホー

ムページ（カラー版）

URL=https://www.cit

y.miki.lg.jp/site/sougo

urinpokan/ 

 

QR コード⇒ 

 

 

 

  
                               

 

 

 

テーマ：誰一人取り残さない学び 

を保障するために 

 

発明王、エジソン。日本の植物学の父、牧野富太郎。二人の共通点は？それは、小学校中退だったこと

です。学校に行かなかった二人ですが、ともに素晴らしい研究成果を挙げました。人それぞれの学び方

があるということでしょうか。学校教育も多様な学び方を進めようと現在、様々な改善がなされています。 

近年、様々な要因で不登校になった小中高等学校の児童生徒が急増し、大きな社会問題となってい

ます。国は、不登校・ひきこもりをはじめ、十分に教育を受けられない、受けられなかった人たちに、「誰一

人取り残されない学び」を社会全体で保障しようと、学びの多様化学校や夜間中学校の設置などの政

策を進めています。三木市でも、不登校生やひきこもりの人たちを支援するため、学校、行政、民間の関

係機関が連携し、社会的自立をめざした支援や学びの場の提供、相談活動等に取り組んでいます。 
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～キラキラと輝くために～ 

フリースペース S-BASE 代表 清水 ひとみ 
 

私が娘の不登校と向き合った当時は、不登校生へ

の支援目標が「学校復帰」の一択でした。学校に行

けないことは恥ずかしいことという思いと、学校に行

けないことへの罪悪感を抱え、家に籠る日々。私自身

もダメな母親というレッテルを貼られた気持ちになり、

前にも後ろにも進めず、ただ立ち尽くしていました。壁

を作り、孤独に耐えるしかありませんでした。 

その経験を活かし、親のサポート、子どもの居場所

となるようにと、フリースペース S-BASE（エス・ベー

ス）を設立し、学校以外の学びの場として、地域と繋

がり、不登校の子どもたちでもワクワクするような体

験を提供しています。子どもたちは未来を担う大事な

地域の財産です。地域の方と繋がり、学ぶ機会を大

事にしながら、社会の一部として地域貢献できる機

会を提供しています。 
 

多様な生き方・多様な学び 
不登校児童生徒数は全国で 25 万人に迫る勢い

で増え続けています。201６年に教育機会確保法が

施行され、学校以外の居場所の必要性も認められる

ようになってきました。このように、不登校ではなく、学

び場を選択できる社会、子どもたちの多様な生き方

が認められる社会へと変わろうとしています。ですが、

現実はまだまだ多様性よりも同調性（協調性）が求 

 

められ、人と同じであるように選択し、評価される社

会です。そんな社会に違和感を覚え、学校に行きづら

くなった子どもの多くは、自尊心が低いと感じます。そ

の原因の一つに自己決定の欠如があります。そこで、

子どもたちとの関わりで私たちが意識していることは、

どんな小さな選択でも自己決定を促し、その選択を

評価しないことです。そういった関わりを続けることで、

子どもたちは少しずつ自信を取り戻し、自尊感情も向

上します。自尊感情が向上すると、自分を頼りに歩き

始めるようになるため、生き生きと活動を始めます。 

公教育だけでなく、フリースクールやホームスクー

ルなどのような学びの場を自由に選択でき、また、よ

り自分を輝かせ、自分の世界を広げるためにはどの

スタイルで学ぶことが一番良いのかを選択できるよ

うになれば、不登校という言葉もなくなると思います。 
 

三木市不登校・ひきこもり支援ネットワー

ク「ほっぷ・すてっぷ」が目指すもの 
三木市不登校・ひきこもり支援ネットワーク「ほっ

ぷ・すてっぷ」は、三木市内の不登校・ひきこもりの支

援を行う行政、民間、市民団体が手を取り合って、立

場を越えて連携し、全力でサポートをしようと２０２１

年に発足しました。 

様々な理由で地域や社会との関わりが難しい方や

その家族の勇気のSOSに迅速

に応え、一歩を踏み出せる伴走

者となることを目指しています。 

現在、 S-BASE は、学校に

行きづらいお子様の居場所の

提供、親御さんの相談といった

役割を担っています。 

不登校は引きこもりの入口に

なることもあります。その入口での関わりで、少しでも

人の温かさに触れ、人に頼ることを知り、自分らしく

生きることを取り戻せるよう伴走したいと思います。 

人権の小窓 （ １ ）  

（筆者プロフィール） 

S-BASE 代表 清水 ひとみ 

メンタル心理カウンセラー 

2020 年6 月フリースペース S-BASE 設立 

2023 年 9 月フリースクール S-BASE２号

店設立。親の会「おや BASE」も毎月開催 

令和 5 年 10 月（第２５８回） 



人 権 の 小 窓  （２） 

「姫路に夜間中学校が 

開校しました」 

  ひょうご夜間中学をひろげる会 
        副代表 原田 貞雄 

  

これは、姫路から神戸の西野分校という夜間中

学校に通われた村上玉子さんの作文です。これを

読めば、学ぶ事、すなわち教育を受ける権利は基本

的人権であることがお分かりいただけると思います。

このあと、初めて住所や名前が書けた時の嬉し涙は、

甘かったとつづっておられます。感動の作文でした。 

兵庫県に限らず、学齢期にいろいろな事情で学

校に通えなかった方が大勢おられることが２０２０年

度の国勢調査で分かってきています。このような

方々の一人一人の事情に合わせて、義務教育の機

会を保障すべきとする「義務教育機会確保法」が 

２０１６年に施行されて以来、全国に少しずつ夜間

中学校が開校されるようになってきました。２０２３年

春に全国４１番目の夜間中学校として「姫路市立あ

かつき中学校」が開校しました。夜間中学校は、年

齢、性別、国籍に関わりなく、共に学ぶ場として開校

されました。若い人から高齢の方まで、もちろん話す

言葉や肌の色にも関わりなく、各人の色々な背景の

上にたって共にそれを認め合いながら学ぶ、そこは

自己実現の場となっています。 

  あかつき中学校は、姫路市立の中学校となって

いますが、西播磨、東播磨地域のほとんどの各自治

体とはすでに連携協定が結ばれており、神戸の２校、

尼崎の１校と合わせて条件に合う夜間中学校に通

えるようになっています。現在、市外の方も複数名お

られ、三木市からの希望もあるようです。入学申し

込みの窓口は各市町の教育委員会となっています。  

学校は、「JR東姫路駅」から徒歩５分の距離にあ

ります。生徒さん用の駐車場はありませんが、自動

車通学も可能なようです。授業は一日４時間で、給

食も準備されています。公立中学校ですから、もち

ろん費用は無料となっています。 

 学ぶことは、人権を保障する行動そのものですが、

実際には「夜間中学に通っています」と近所の方に

話せない生徒さんがおられることも事実のようです。

基本的人権がすべての人に保障される世の中の実

現を進めていきたいものです。 

（著者プロフィール）  

原田 貞雄（はらだ さだお） 

ひょうご夜間中学をひろげる会・副代表 

姫路市教育委員会人権教育課長、学事保

健課長を経て小学校長として定年退職。

在職時より、仲間とともに「姫路に夜間

中学を」の運動をはじめた。 
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（C）こゆり 

 

 

 
  

 

日 曜 催し・講座など 日 曜 催し・講座など 
１ 日  16 月  

２ 月  17 火 
経営・職業相談 10:00～ 

人権フォーラム 18:30 ～19：45（総合隣保館） 

3 火 経営・職業相談 10:00～ 18 水  

４ 水  19 木 人権相談（三木市役所） 

５ 木 
 

20 金 
経営・職業相談 10:00～ 
人権フォーラム 18:30～19:45（吉川町公民館） 

６ 金 経営・職業相談 10:00～ 21 土  

７ 土 
隣保館視察研修（長島愛生園（予定）） 
きらきら書道 13:30～ 

22 日  

23 月 エアロビクス 14:30～15:30 

８ 日  
24 火 経営・職業相談 10:00～ 

人権フォーラム 18:30 ～19：45（総合隣保館） ９ 月 スポーツの日 

1０ 火 経営・職業相談 10:00～ 25 水  

1１ 水  26 木 手芸サークル 13:30～ 

1２ 木 手芸サークル 13:30～ 人権相談（吉川支所） 27 金 経営・職業相談 10:00～ 

1３ 金 
経営・職業相談 10:00～ 
人権相談（緑が丘町公民館） 

28 土 茶道教室 13:00～ 

29 日  

14 土 茶道教室 13:00～ 30 月  

15 日  31 火 経営・職業相談 10:00～ 

人権教育指導員研修会で 

映画ＤＶＤ「破戒」を鑑賞しました 
去る 8 月 31 日、島崎藤村原作「破戒」 

の映画、ＤＶＤビデオを指導員 20 名で 

視聴しました。人気俳優間宮祥太郎が演 

ずるのは、自らの出自に苦悩する主人公 

丑松。子どもたちと丑松との別れを描く 

ラストシーンに心を揺さぶられました。 

〈視聴した指導員の感想（抜粋）〉 

〇「差別は人の心から簡単に消えない」「弱いから差別する」「耐え

るしかない」など、考えさせるセリフが多かった。 

〇大感動でした。一人の勇気ある行動・言動が波動し、血脈として

次世代へ受け継がれることを希望します。また、その一人になって

いきたいと思いました。人は部落、生まれによってではなく、振る

舞い、行動によって真価が問われるものだと思います。 
 

◎ 映画ＤＶＤ「破戒」（  上映時間 119 分）は、三同教のビデオラ

イブラリーに所蔵。学校や団体の人権研修用教材として総合隣

保館で貸し出しをしています。ぜひご活用ください。 

 

  

人権フォーラム開催 
  時刻１８：３０～１９：４５ 

 

17 日（火）三木市立総合隣保館 
 ①色覚異常はおもしろい(作文朗読) 

竹下 征吾さん（平田小 5 年） 
②絆カフェ「カリヨン」の活動を通して 

     木村 優海さん、吉留 翼さん、橋爪 愛翔さん 
（関西国際大学保健医療学部） 

 ③みんなで行きたい「スマイル学級」 
   永柗 郷子さん（吉川小主幹教諭） 
④どんな私でも大丈夫 
   寺尾 直美さん（なおみ助産院 院長） 

    20 日（金）吉川町公民館 
 ①二歳の妹に教えてもらったこと(作文朗読) 

三宅 和音さん（三木中３年） 
②子どもも大人も幸せであるために 

    藤本 恵美さん（別所認定こども園長） 
③子ども達から教わった「思い」への尊重 
   猶原 恵理さん 
④息子との出逢いと別れ 
   大西 秀樹さん（三木市議会議員） 
2４日（火）三木市立総合隣保館 
①すぐ行動(作文朗読) 

前田 采音さん（別所小４年） 
②このごろ思うこと 
   浦 佑里佳さん 
③私が日本社会から受け取ったもの私が返していくもの 
   バレンスエラ エドさん（三木市国際交流協会会員） 
④不登校の子供たちが教えてくれたこと 

清水 ひとみさん（Ｓ－ＢＡＳＥ代表） 

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 


